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佐

々

家

文

書

に

つ

い

て

（中元）

そ
こ
で
、

ま
ず
最
初
に
、

佐
々
家
の
系
譜
か
ら
考
察
し
よ
う
。

ま

じ

め

|
ー
ー
特
に
海
（
開
）

に

中

運

会

社

関

係

ー

ー

|

附
和
四
十
三
年
度
の
「
九
州
文
化
史
研
究
所
所
蔵
古
文
書
目
録
」
第
八
号
に
は
、
佐
々
家
文
書
を
収
録
し
た
。
本
稿
は
こ
の
目
録
作
成

担
当
者
の
一
員
と
し
て
、
同
文
書
の
資
料
を
紹
介
す
る
と
同
時
に
資
料
整
理
の
過
程
で
明
ら
か
と
な
っ
た
事
実
を
の
へ
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
る
。
同
文
書
は
、
日
本
資
本
主
義
の
成
立
途
上
に
創
業
し
か
つ
廃
業
し
て
い
っ
た
熊
本
の
運
輸
並
び
に
金
融
業
で
あ
っ
た
海
（
開
）

連
会
社
の
資
料
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
海
運
会
社
は
士
族
に
よ
っ
て
経
営
さ
れ
た
が
、
政
府
の
資
金
は
入
っ
て
お
ら
ず
、
こ
の
時
期
に

多
か
っ
た
士
族
授
産
事
業
と
は
区
別
さ
れ
ね
は
な
ら
な
い
。
海
（
開
）
運
会
社
は
小
資
本
で
は
あ
っ
た
が
、
熊
本
匹
業
界
・
紫
撰
会
等
の

緒
ひ
つ
き
が
深
く
r

第
九
国
立
銀
行
（
後
の
第
九
銀
行
株
式
会
社
）
、
第
百
三
十
五
国
立
銀
行
（
後
の
九
州
商
業
銀
行
）
、
第
百
五
十
一
国
立
銀
行

等
熊
本
の
大
手
の
金
融
業
の
間
隙
を
埋
め
る
役
割
を
果
し
た
。
そ
の
意
味
で
、
同
文
書
は
明
治
二
十
年
代
前
後
の
会
社
の
経
営
内
容
を
示

す
資
料
と
し
て
貴
重
な
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
従
来
海
運
会
社
に
つ
い
て
述
へ
た
も
の
に
、
千
場
栄
次
「
高
橋
長
秋
伝
」
、
「
熊
本
県
の
腿
史
」
（
文
画
堂
）
、
「
熊
本
県
史
」

lI
、

「
肥
後
商
工
先
達
伝
」
が
あ
る
。

佐

々

家

文

書

に

つ

い

て

プ

美

智

子
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（注

1
)

（
注

2
)

佐
々
家
の
系
図
を
、
慶
応
四
年
正
月
佐
々
陸
助
が
書
い
た
「
先
祖
害
」
と
、
正
之
が
害
い
た
「
戸
籍
写
」
（
佐
々
家
文
書
咆
よ
り
作
製

す
る
と
、
次
の
様
に
な
る
。
以
下
注
記
し
な
い
か
ぎ
り
、
同
家
の
「
先
祖
書
」
に
よ
る
°

成
政
（
天
正
十
六
年
没
）
ー
与
左
衛
門
ー
備
前
守
ー
平
馬
ー
ー
勘
兵
衛
（
享
保
二
年
十
二
月
隠
居
）
ー
一

ー
勘
兵
衛
ー
尉
右
衛
門
ー
（
寛
政
五
年
正
月
隠
居
）
ー
勘
兵
衛
（
文
政
元
年
没
）
ー
恒
之
進
ー
一

士
族
ー
賀
来
信
門

ー
須
磨
一
ー
亮
雄

士

族

＿

＿

ー

昌

吉
干
城
（
嘉
永
三
年
六
[

安
政
元
年
一
月
―
―
十
三
日
生
、
明
治
十
年
懲
役
十
年
、
除
族
一

友
房
ご
明
治
三
十
九
年
九
月
二
十
八
日
没

正
之

先
祖
は
安
土
桃
山
時
代
の
武
将
で
、
天
止
十
五
年
秀
吉
の
九
州
征
伐
後
に
肥
後
国
の
領
主
（
天
草
・
球
磨
の
二
郡
を
除
く
）
と
な
っ
た
佐
々

成
政
で
あ
り
、
彼
は
翌
十
六
年
隈
府
城
王
隈
部
親
永
ら
の
国
衆
一
揆
の
反
抗
を
う
け
、
そ
の
失
政
を
と
が
め
ら
れ
て
摂
州
尼
ヶ
崎
に
お
い

（注

3
)

て
切
腹
し
た
。
成
政
は
、
そ
れ
以
前
甥
の
与
左
衛
門
を
養
子
と
し
て
い
た
が
、
そ
の
嫡
子
備
前
守
（
名
前
不
詳
）
は
成
政
の
没
後
、
熊
本
藩

主
加
藤
消
正
の
客
分
と
な
っ
た
。
寛
永
九
年
清
正
の
子
忠
広
が
改
易
さ
れ
る
と
、
平
馬
は
浪
人
と
な
つ
て
京
都
に
い
た
が
、
そ
の
後
大
和

国
織
田
伊
豆
守
に
よ
っ
て
召
抱
え
ら
れ
た
。
平
馬
の
嫡
子
勘
兵
衛
は
、
織
田
伊
豆
守
に
観
を
請
い
、
江
戸
で
浪
人
し
て
い
た
が
、
元
禄
八

年
八
jJ
熊
本
藩
に
来
、
細
川
綱
利
時
代
に
召
揺
え
ら
れ
て
熊
本
藩
士
と
な
り
、
知
行
弐
百
石
を
充
行
わ
れ
た
。
こ
れ
以
後
佐
々
家
は
肥
後

に
住
み
つ
く
こ
と
に
な
っ
た
。
知
告
日
録
の
一
例
を
あ
げ
る
と
、
次
の
様
で
あ
る
。

佐

々

佐

々

家

文

書

に

つ

い

て

家

（
中
元
）
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佐

々

家

文

書

に

つ

い

て

高
百
弐
拾
石
四
斗
五
升
三
合
七
勺
四
才

飽
田
郡
之
内

高
九
石
八
斗
五
合
五
勺
三
才

郡
合
弐
百
石

右
以
目
録
之
通
領
知
之
被
成
下
御
書
出
詑
、
初
如
件

宝
水
一
一
年
五
月
十
一
日

佐
々
勘
兵
衛
殿

下
つ
て
尉
右
衛
門
の
時
に
は
貞
五
十
石
を
充
行
わ
れ
、
安
永
二
年
九
月
に
佐
敷
御
番
を
仰
付
け
ら
れ
た
。
し
か
し
実
際
に
佐
敷
へ
引
越

し
た
の
は
安
永
六
年
で
あ
っ
た
。
恒
之
遮
の
時
に
は
酉
石
を
充
行
わ
れ
佐
敷
御
番
を
勤
め
て
い
た
が
、
文
政
四
年
御
小
姓
組
を
仰
付
け
ら

れ
て
熊
本
に
出
た
。
陸
助
（
有
期
）
は
託
麻
郡
出
水
村
に
住
み
、
干
城
・
友
房
・
正
之
の
男
子
が
い
た
。

明
治
十
六
年
創
立
の
海
（
開
）
運
会
社
を
み
て
い
く
と
、
友
房
の
動
行
並
び
に
干
城
・
友
房
の
交
友
関
係
が
菫
要
な
役
割
を
果
し
た
こ

と
が
わ
か
る
。
そ
こ
で
「
克
堂
佐
佐
先
生
追
稿
」
中
の
熊
本
各
党
沿
革
一
班
を
参
考
に
し
て
、
海
（
開
）
連
会
社
と
関
係
の
深
か
っ
た
人

津
留
村

（
中
元
）

高
六
拾
九
石
七
斗
四
升
七
勺
三
才

飛
田
村

肥
後
国
八
代
郡
之
内

下
村 （注

4
)

目
録

横
井
佐
左
衛
門
（
花
押
）
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佐

々

家

文

書

に

つ

い

て

（
中
元
）

坪
井
実
学
党
、
学
校
党
）
、
改
進
党
（
旧
沼
山
実
学
党
）
、
勧
善
社
（
旧
民
権
党
）
、

こ
れ
以
前
、
す
な
わ
ち
十
二
年
一
月
責
付
に
よ
っ
て
獄
を
出
た
友
房
は
、
青
年
子
弟
の
教
育
の
必
要
を
感
じ
て
同
志
と
共
に
醸
金
を
集

め
、
済
々
費
の
前
身
で
あ
る
同
心
学
舎
を
つ
く
っ
た
。
十
五
年
に
済
々
饗
と
改
称
し
、
友
房
は
校
長
と
な
っ
た
。
こ
の
済
々
饗
は
紫
涙

会
の
教
育
部
の
活
動
と
し
て
運
営
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
外
に
紫
涙
会
に
は
政
治
・
実
業
の
部
門
が
あ
り
、
政
治
部
に
は
新
聞
紫
漠

新
報
（
後
の
九
州
日
々
新
聞
）
が
あ
て
ら
れ
、
津
田
静
一
が
活
躍
し
た
。
二
十
年
代
に
な
る
と
佐
々
友
房
が
政
治
面
を
、
津
田
静
一
が
実
業

面
を
受
持
ち
、
表
裏
一
体
の
関
係
を
な
し
て
活
動
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
二
十
一
年
に
済
々
曇
校
長
を
木
村
弦
雄
に
ゆ
ず
っ
た
友
房

敬
神
党
の
各
派
が
あ
っ
た
。

名
を
主
に
あ
げ
な
が
ら
、
干
城
・
友
房
兄
弟
（
主
と
し
て
友
房
）
の
行
動
を
概
略
し
て
み
よ
う
。

幕
末
の
熊
本
に
は
、
佐
幕
攘
夷
派
の
学
校
党
（
時
習
館
系
統
、
こ
の
系
統
を
ひ
く
者
に
白
木
為
直
、
古
荘
嘉
門
、
木
村
弦
雄
、
田
尻
彦
太
郎
、
財
津

志
満
記
、
松
崎
迪
、
内
藤
儀
十
郎
等
が
い
る
）
、
尊
王
攘
夷
派
の
勤
王
党
（
こ
の
系
統
を
ひ
く
者
に
佐
々
干
城
、
友
房
、
浅
山
知
定
、
高
嶋
義
恭
等
が
い

る
）
、
尊
王
開
国
派
の
実
学
党
が
あ
っ
た
。
勤
王
党
と
実
学
党
は
尊
王
の
点
で
連
結
し
て
い
た
が
、
明
治
二
、
三
年
頃
に
な
っ
て
実
学
党

が
洋
風
を
主
張
し
だ
し
た
の
で
、
学
校
党
と
勤
王
党
が
結
び
つ
い
て
実
学
党
を
敵
視
し
た
。
勤
王
党
よ
り
分
か
れ
た
の
が
敬
神
党
で
あ
る
。

実
学
党
は
米
田
監
物
を
中
心
と
し
た
米
田
派
（
坪
井
実
学
又
は
明
癒
党
と
も
い
う
。
こ
の
系
統
に
津
田
静
一
、
岡
次
郎
太
郎
、
沢
村
大
八
等
が
い
る
）

と
横
井
平
四
郎
を
中
心
と
し
た
横
井
派
（
沼
山
実
学
又
は
親
民
党
と
も
い
う
）
に
分
れ
て
い
た
。
明
治
六
、
七
年
頃
宮
崎
真
卿
・
崎
村
常
雄
ら

が
主
唱
し
て
民
権
党
を
つ
く
っ
た
。
十
年
の
役
に
際
し
て
は
学
校
党
・
勤
王
党
が
熊
本
隊
を
組
織
し
た
の
に
対
し
、
民
権
党
は
協
同
隊
を

組
織
し
て
共
に
薩
軍
に
参
加
し
た
。
こ
の
時
干
城
・
友
房
共
に
熊
本
隊
に
加
わ
っ
た
た
め
に
、
十
年
の
懲
役
を
う
け
、
除
族
さ
れ
た
。

十
三
年
夏
、
主
義
を
論
ぜ
ず
、
専
ら
懇
親
を
主
と
し
て
授
産
教
育
の
道
を
開
か
ん
た
め
に
、
沼
山
・
坪
井
実
学
派
・
学
校
党
・
勤
王
党

・
相
愛
社
（
民
権
党
）
．
敬
神
党
、
こ
の
外
神
官
・
僧
侶
・
商
人
等
に
至
る
人
々
が
集
ま
つ
て
忘
吾
会
を
結
成
し
た
。
十
四
年
に
こ
の
忘
吾

会
員
の
中
よ
り
、
佐
々
友
房
・
高
橋
長
秋
・
木
村
弦
雄
・
白
木
為
直
・
岡
次
郎
太
郎
等
が
中
心
と
な
っ
て
紫
涙
会
を
組
織
し
、
「
皇
室
を

翼
戴
し
、
立
憲
の
政
体
を
賛
立
し
以
て
国
権
を
拡
張
す
」
る
を
第
一
の
目
的
と
し
た
。
十
五
年
当
時
の
熊
本
に
は
、
紫
涙
学
会
（
旧
勤
王
党
、
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佐

々

家

文

書

に

つ

い

て

ー

は
、
政
界
に
身
を
投
じ
、
二
十
三
年
に
は
同
志
と
共
に
熊
本
国
権
党
を
組
織
し
て
副
総
理
と
な
り
、
さ
ら
に
帝
国
議
会
が
開
設
さ
れ
る
と

衆
議
院
議
員
と
な
っ
た
。
こ
う
し
た
関
係
か
ら
、
「
佐
々
家
文
書
」
中
に
は
衆
議
院
議
会
議
事
速
記
録
、
各
地
の
復
禄
請
願
書
、
医
薬
分

業
に
関
す
る
書
類
、
木
曽
地
方
の
治
水
に
関
す
る
請
願
書
、
各
地
の
鉄
道
事
業
に
関
す
る
害
類
等
、
主
に
二
十
年
代
の
帝
国
議
会
に
関
す

欧
米
を
漫
遊
し
た
後
、
帝
国
党
を
組
織
し
、

る
資
料
が
あ
る
。
そ
の
後
彼
は
国
民
協
会
、
大
日
本
協
会
に
属
し
「
国
権
を
拡
張
し
、
国
力
を
振
興
」
す
る
こ
と
を
主
張
し
た
。
三
十
年

（注

5
)

そ
の
委
員
長
と
な
っ
た
。
三
十
九
年
九
月
五
十
三
オ
で
没
し
た
。

海
運
会
社
は
、
以
下
に
述
べ
る
観
光
社
が
失
敗
し
た
の
ち
、
そ
の
事
業
を
引
継
い
で
発
足
し
、
資
金
を
観
光
社
の
所
有
船
だ
っ
た
国
千

保
丸
を
売
却
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
得
た
。

観

光

社

海
（
開
）
運

同
社
は
、
明
治
十
三
年
に
旧
肥
後
藩
士
の
公
債
を
資
本
と
し
て
海
運
業
を
開
始
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
田
尻
彦
太
郎
を
社
長
と
し
、

事
務
所
を
飽
田
郡
松
尾
村
百
貫
港
に
お
き
、
国
千
保
丸
・
百
貫
丸
の
二
隻
を
所
有
し
て
百
貫
石
と
大
阪
と
の
間
を
航
行
し
た
。

（注

6
)

友
房
が
書
い
た

II
済
々
曇
歴
史
II

に
よ
る
と
、
観
光
社
は
「
汽
船
会
社
に
し
て
熊
本
士
族
の
創
立
に
係
り
、
子
弟
教
育
を
以
て
目
的
と

す
」
と
あ
り
、
同
心
学
舎
が
は
じ
め
て
経
済
的
に
行
き
詰
ま
っ
た
十
三
年
に
、
千
円
を
寄
附
し
て
も
ら
っ
た
と
あ
る
。
そ
し
て
「
宮
川

氏
、
予
、
西
川
氏
と
皆
教
授
の
事
を
兼
ね
、
而
し
て
観
光
社
と
協
議
し
各
自
所
有
の
公
債
を
預
け
、
該
社
に
於
て
之
を
貨
殖
し
、
其
の
利

子
を
以
て
学
校
を
維
持
す
る
の
特
約
を
結
」
ん
だ
と
い
う
。
従
つ
て
観
光
社
の
経
営
が
思
わ
し
く
な
く
な
り
、
経
費
が
捻
出
さ
れ
な
く
な

る
と
同
心
学
校
（
明
治
十
四
年
改
称
）
の
経
営
も
又
危
う
く
な
っ
た
。
こ
の
様
に
同
心
学
舎
と
同
社
は
密
接
な
関
係
が
あ
り
、
一
般
に
観
光

（注

7
)

社
が
紫
涙
会
の
実
業
方
面
と
し
て
企
画
さ
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
観
光
社
の
創
立
は
十
三
年
で
あ
り
、
紫
涙
会
の
結
成
は
十
四

年
九
月
で
あ
っ
て
、
観
光
社
は
十
五
年
に
は
廃
業
す
る
に
至
っ
て
い
る
。

（
中
元
）

会

社
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同
社
の
整
理
状
況
に
つ
い
て
「
肥
後
商
工
先
達
伝
」
の
高
橋
長
秋
の
項
に
「
株
主
中
か
ら
高
橋
氏
が
推
さ
れ
て
観
光
社
整
理
の
任
に
あ

た
る
こ
と
に
な
っ
た
。
（
中
略
）
船
を
大
阪
商
船
会
社
へ
二
万
円
で
売
渡
し
、
そ
の
代
金
は
大
阪
商
船
株
で
受
取
り
、
下
田
一
巳
を
三
角

支
店
長
に
、
高
橋
義
恭
を
長
崎
支
店
長
に
、
紫
藤
猛
を
鹿
児
島
支
店
長
に
夫
々
大
阪
商
船
か
ら
任
命
し
て
貰
い
、
所
謂
小
資
本
の
観
光
社

単
独
の
経
営
難
か
ら
之
を
大
阪
商
船
に
合
同
せ
し
め
、
海
運
の
事
業
も
之
に
従
わ
せ
し
め
る
人
々
も
全
部
大
阪
商
船
に
引
継
い
だ
。
（
中

略
）
か
く
て
明
治
二
十
年
に
は
大
阪
商
船
の
特
約
店
と
し
て
海
運
社
が
生
ま
れ
た
。
」
と
あ
り
、
又
「
熊
本
県
の
歴
史
」
中
に
も
観
光
社
に

つ
い
て
同
様
の
事
を
述
べ
て
お
り
、
「
明
治
二
十
年
大
阪
商
船
の
特
約
店
と
し
て
海
運
社
が
生
れ
た
の
も
、
観
光
社
の
系
統
を
ひ
い
て
い

る
も
の
」
と
あ
る
が
、
「
佐
々
家
文
書
」
よ
り
み
る
と
、
十
六
年
に
海
運
社
は
設
立
さ
れ
、
事
業
を
開
始
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
十
五
年

観
光
社
が
破
産
し
て
下
田
一
巳
・
高
島
義
恭
・
高
橋
専
太
•
佐
々
干
城
・
佐
々
友
房
が
そ
の
整
理
に
当
り
、
十
六
年
三
月
三
十
日
に
は
、

(83) 

「
向
後
更
ニ
―
社
ヲ
設
立
ス
ル
7
」
を
決
議
し
、
同
年
四
月
一
日
を
も
つ
て
創
業
し
た
。
観
光
社
の
大
阪
商
船
会
社
へ
の
身
売
り
の
件
に

つ
い
て
は
、
破
産
と
同
時
に
す
べ
て
が
大
阪
商
船
会
社
に
移
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
徐
々
に
行
な
わ
れ
、
十
六
年
に
国
千
保
丸
を
、
更
に

十
七
年
に
百
貫
丸
●
売
渡
し
、
つ
い
に
海
運
会
社
は
船
を
所
有
す
る
こ
と
な
く
大
阪
商
船
会
社
の
請
負
を
や
る
よ
う
に
な
っ
た
。

2

海
運
会
社

海
運
会
社
は
十
六
年
七
月
三
日
の
株
主
惣
会
で
、
創
業
を
遡
つ
て
四
月
一
日
と
定
め
た
。
同
社
は
観
光
社
の
負
債
を
引
受
け
、
財
産
を

(79) 

譲
受
け
て
発
足
し
た
。
こ
の
負
債
は
同
社
が
十
九
年
前
半
期
で
も
つ
て
弁
償
し
終
つ
て
い
る
。

(80) 

十
六
年
前
半
期
の
勘
定
報
告
に
よ
る
と
、
資
金
は
国
千
保
丸
の
売
却
金
を
あ
て
た
よ
う
で
あ
る
。
国
千
保
丸
の
代
金
は
二
万
八
百
円
で

あ
り
、
十
六
年
前
期
に
は
一
万
五
千
九
百
円
が
入
金
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
船
代
金
で
も
つ
て
公
債
・
証
書
・
銀
行
株
券
を
買
入
れ
、
第
百

(83) 

五
十
一
国
立
銀
行
に
預
け
、
そ
れ
ら
を
抵
当
と
し
て
「
入
用
丈
ケ
」
信
用
を
も
つ
て
借
り
う
け
る
こ
と
に
決
め
、
下
田
一
巳
を
約
定
主
と

し
た
。
社
長
に
は
、
は
じ
め
観
光
社
の
整
理
に
尽
力
し
た
高
橋
長
秋
を
推
し
た
が
断
わ
ら
れ
た
た
め
、
当
分
社
長
を
お
か
な
か
っ
た
が
、

十
七
年
六
月
十
三
日
に
な
っ
て
高
橋
専
太
を
社
長
に
し
た
。

佐

々

家

文

書

に

つ

い

て

（
中
元
）
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佐

々

家

文

書

に

つ

い

て

(78) 

「
海
運
会
社
規
則
」
（
明
治
十
六
年
六
月
五
日
）
に
よ
る
と
、
名
称
を
「
海
運
会
社
」
と
し
、
熊
本
区
中
唐
人
町
一
番
戸
に
事
務
所
を
設
け

た
。
責
任
は
「
有
限
ニ
シ
テ
其
負
担
ハ
株
金
没
収
二
止
ル
モ
ノ
ト
ス
」
。
「
本
社
ノ
営
業
ハ
汽
船
ヲ
備
エ
テ
旅
客
ノ
航
海
、
貨
物
ノ
運
輸
ヲ

営
業
ス
ル
ヲ
目
的
ト
ス
」
。
「
該
社
ノ
営
業
ハ
明
治
十
六
年
五
月
ョ
リ
明
治
二
十
六
年
四
月
迄
向
フ
十
ヶ
年
ヲ
一
期
ト
ス
」
。
「
本
社
ノ
資
本

金
ハ
ニ
万
四
千
二
百
円
ト
ス
」
。
「
該
社
ノ
株
金
ハ
五
拾
円
ヲ
壱
株
卜
定
メ
四
百
八
十
四
株
ト
ス
。
尤
株
券
ヲ
授
与
セ
シ
後
ハ
本
社
二
於
テ

一
切
ノ
責
二
任
ス
」
等
々
二
十
八
ヶ
条
の
規
則
を
定
め
た
。

海
連
会
社
は
創
業
を
開
始
し
た
も
の
の
、
観
光
社
の
債
務
は
引
受
け
て
い
る
し
、
経
理
面
は
混
油
と
し
た
状
態
で
あ
っ
た
。
十
六
年
前

半
期
の
勘
定
報
告
に
は
、
「
本
社
ノ
創
業
ハ
他
ノ
会
社
ト
ハ
自
ラ
体
裁
ヲ
異
ニ
ス
ル
モ
ノ
ア
リ
。
旧
汽
船
会
社
失
敗
ノ
余
弊
ヲ
受
ケ
、
困

難
ノ
余
不
得
已
ノ
場
合
二
臨
ミ
創
立
シ
タ
ル
者
ナ
ル
カ
故
二
、
其
際
旧
負
債
引
受
、
財
産
譲
受
、
其
他
種
々
ノ
出
費
ヲ
要
シ
計
算
上
頗
紛

乱
ヲ
極
メ
タ
リ
。
是
ヲ
以
テ
何
レ
ヲ
資
本
ト
シ
、
何
レ
ヲ
借
用
金
ト
シ
、
且
幾
分
ハ
創
業
費
ナ
ル
ヤ
区
域
判
然
明
瞭
シ
難
キ
モ
ノ
ア
リ
シ

二
依
リ
、
当
期
決
算
二
際
シ
先
ツ
出
納
決
算
ヲ
明
ニ
シ
、
次
キ
ニ
大
凡
ノ
見
積
リ
ヲ
以
資
本
金
実
際
ノ
区
別
ヲ
確
定
シ
、
十
六
年
前
半
期

即
チ
創
業
ノ
勘
定
ヲ
報
告
ス
」
と
あ
る
。

海
運
業
は
明
治
初
年
以
来
、
政
府
の
保
護
政
策
も
あ
っ
て
、
徐
々
に
発
展
し
つ
つ
あ
っ
た
が
、
明
治
十
年
西
南
戦
争
の
勃
発
に
よ
っ
て

大
阪
を
中
心
と
し
て
異
常
な
発
展
を
遂
げ
た
。
軍
隊
・
軍
需
品
の
輸
送
の
た
め
に
船
が
不
足
し
、
船
賃
も
あ
が
り
、
海
運
業
は
好
景
気
と

な
っ
た
。
そ
の
た
め
海
運
業
者
は
急
増
し
、
船
は
百
十
余
隻
、
船
主
も
七
十
余
名
に
な
っ
た
と
い
う
。
そ
の
後
は
海
運
業
者
は
過
剰
気
味

と
な
り
、
過
当
競
争
を
引
起
し
た
。
こ
う
し
た
中
で
、
十
五
年
に
な
り
、
大
阪
商
船
会
社
を
創
設
す
る
た
め
に
、

良
振
起
シ
、
以
テ
物
産
ヲ
盛
大
ナ
ラ
シ
メ
社
会
航
通
ノ
道
ヲ
開
キ
、

テ
」
、
住
友
家
総
理
人
広
顧
宰
平
ら
が
中
心
と
な
つ
て
、
大
阪
以
西
の
各
海
運
業
者
へ
糾
合
の
呼
び
か
け
が
な
さ
れ
た
。
株
金
の
募
集
方

法
は
「
可
成
汽
船
ヲ
以
テ
之
レ
ヲ
募
リ
、
不
足
ノ
分
ハ
通
貨
ヲ
以
テ
募
集
」
、
「
汽
船
ヲ
以
テ
募
集
ス
ル
モ
ノ
ハ
農
商
務
省
管
船
局
ノ
正
当

ナ
ル
評
価
ヲ
請
ヒ
、
其
価
格
二
相
当
ス
ル
株
券
ヲ
付
与
」
す
る
こ
と
に
し
た
。
そ
し
て
、
明
治
十
七
年
五
月
一
日
資
本
金
百
二
十
万
円
で

（
中
元
）

一
ハ
公
衆
ノ
便
益
ヲ
計
リ
、

一
ハ
株
主
二
利
益
ヲ
与
フ
ル
目
的
ヲ
以

「
内
国
海
運
ノ
業
ヲ
改

-115-



（
中
元
）

十
六
年
七
月
十
九
日
の
海
運
会
社
取
締
役
集
会
で
は
、
大
阪
商
船
会
社
加
入
の
件
が
議
題
に
の
ぼ
っ
た
。
こ
れ
は
大
阪
商
船
会
社
設
立

(83) 

の
際
に
海
連
会
社
に
も
呼
び
か
け
が
あ
っ
た
た
め
、
会
議
に
か
け
た
の
で
あ
る
が
、
十
六
年
八
月
十
二
日
の
会
議
で
は
加
入
を
否
決
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
十
七
年
前
半
期
に
は
、
大
資
本
の
大
阪
商
船
会
社
の
も
と
に
つ
い
に
組
入
れ
ら
れ
た
。
「
十
七
年
前
半
期
勘
定
報
告
」
の

資
本
金
実
際
の
坦
に
「
百
貫
丸
商
船
会
社
加
入
株
券
高
本
行
通
」
と
し
て
九
千
三
百
円
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
最
後
の
一
隻
、
百

貫
丸
を
大
阪
商
船
会
社
に
加
入
さ
せ
、
代
り
に
同
社
株
券
が
付
与
さ
れ
た
こ
と
に
も
と
ず
く
。
こ
の
後
海
連
会
社
は
船
を
所
有
す
る
こ
と
・

な
く
、
商
船
会
社
の
詰
負
会
社
と
し
て
揚
荷
業
を
行
な
い
、
専
ら
貸
付
業
に
力
を
入
れ
た
。
当
時
は
松
方
正
義
が
デ
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
政
策

を
進
行
し
て
い
た
時
で
あ
っ
た
。
熊
本
金
融
界
に
は
大
資
本
の
第
九
国
立
銀
行
（
明
治
十
年
十
二
月
創
立
）
、
第
百
二
十
五
国
立
銀
行
（
明
治

十
二
年
四
月
創
立
）
、
第
百
五
十
一
国
立
銀
行
（
明
治
十
一
一
年
十
月
創
立
）
が
存
在
し
て
お
り
、
海
運
会
社
ぱ
国
権
党
系
で
あ
っ
た
百
五
十
一
国

（注

9
)

立
銀
行
の
庇
護
を
う
け
た
。

こ
う
し
て
、
営
業
内
容
を
変
更
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
海
運
会
社
は
船
中
聡
制
と
か
海
貝
の
月
給
の
規
定
の
あ
っ
た
十
六
年
の
規
則

を
改
正
し
、
四
十
六
名
の
株
主
を
整
理
し
、
資
本
金
を
一
一
万
余
円
よ
り
千
九
百
五
十
円
へ
縮
少
し
た
(
+
七
年
七
月
一
日
の
「
海
逓
会
壮
規
則
」

は
資
料
1
に
掲
げ
た
。
）
。

(181) 

十
七
年
十
一
月
の
「
海
運
会
社
株
益
金
配
当
帳
」
に
よ
る
と
、
資
本
金
の
出
資
者
は
表
1
の
様
で
あ
る
。

十
九
年
段
階
て
実
際
に
は
千
七
百
五
十
円
の
集
ま
り
具
合
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
は
後
に
活
躍
し
た
佐
々
干
城
・
古
閑
信
喜
の
名
が
見
当

ら
な
い
。
千
城
の
代
り
に
正
之
か
名
を
連
ね
て
い
る
。

(83) 

次
に
金
融
に
つ
い
て
み
よ
う
。
十
七
年
七
月
二
日
維
持
者
集
会
に
お
い
て
海
運
会
社
の
基
本
方
針
を
次
の
様
に
決
め
た
。

預
リ
金
ハ
三
ヶ
月
以
上
ニ
シ
テ
金
高
拾
円
以
上
ト
ス
。
利
子
ハ
百
円
二
付
日
歩
弐
銭
六
厘
、
六
ヶ
月
以
上
之
預
ヶ
金
ハ
、
弐
銭

第
壱
条八
厘
ノ
割
ヲ
以
テ
賦
与
ス

佐

々

家

文

害

に

つ

い

て

角
8
)

大
阪
商
船
会
社
か
開
業
し
た
。
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第
八
条

佐

々

家

文

書

に

つ

い

て

第
六
条業
期
限
中
預
ケ
懺
モ
ノ
ト
ス

第
七
条
社
長
高
島
義
恭
、
取
締
役
佐
々
干
城
・
高
橋
専
太
、
会
計
掛
西
垣
四
郎
作
二
決
ス

（
マ
、
）

本
社
ヨ
リ
他
人
二
貸
付
金
ノ
抵
当
ハ
金
録
井
起
業
公
債
井
熊
本
両
銀
行
株
券
、
古
金
銀
二
限
ル
モ
ノ
ト
ス

株
金
満
株
後
入
社
ヲ
乞
者
ハ
、
預
リ
金
ニ
シ
テ
株
主
配
当
ノ
利
子
ヨ
リ
弐
割
引
ヲ
以
配
賦
ス
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
、
期
限
ハ
当
社
営

第
五
条
利
子
配
当
ハ
毎
年
六
月
、
十
二
月
ノ
両
月
ト
ス
。

モ
ノ
ト
ス

第
二
条

第
三
条貸
付
ト
ス
。
尤
利
納
ァ
ル
時
尚
三
ヶ
月
ノ
延
期
ヲ
ナ
ス
モ
ノ
ト
ス

第
四
条

株
金
高
ハ
壱
千
九
百
五
拾
円
ヲ
限
ト
ス

株
主
ョ
リ
当
社
株
券
ヲ
抵
当
ト
シ
借
用
ヲ
乞
時
ハ
、
壱
株
二
付
七
円
ノ
貸
付
ニ
シ
テ
利
足
ハ
月
壱
歩
壱
朱
、
期
限
ハ
三
ヶ
月
ノ

大
坂
端
金
同
所
双
場
即
チ
四
拾
円
二
七
掛
ヲ
以
テ
計
算
シ
、
是
ヲ
新
料
金
二
引
直
シ
、
其
端
金
ァ
ラ
ハ
是
ヲ
各
株
主
二
引
渡
ス

但
、
預
ヶ
日
又
ハ
取
戻
シ
ノ
両
日
ハ
利
子
ヲ
省
ク

表 1 資本金の出資者

（中元）

住 所 1 氏 名 I 1 出資高

上益城郡 須崎休十郎 180円

熊本区 大野勝次 150 

” 高島義恭 130 

飽田郡 一宮一馬 130 

熊本区 下田一巳 130 

飽田郡 高橋専太 130 

下益城郡 友田内治 130 

” 志水源五 110 

熊本区 井上藤十郎 100 

詫摩郡 佐々 正之 90 

熊本区 賀来煩平 90 

II 今朝洞重雄 70 

詫摩郡 賀来信門 60 

熊本区 佐野直喜 50 

II 西垣四郎作 50 

II 池部閑造 30 

熊本区 西 愛 30 

合(18年志よ郡り） 三島五雲 60 

(19年より） 米谷源三 20 

(19年より） 佐々 友房 10 
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(79) 

―
―
十
一
年
五
月
二
十
二
日
の
海
運
社
株
主
惣
会
に
お
い
て
、
「
大
阪
商
船
会
社
各
仲
次
と
連
合
之
事
件
」
が
協
議
さ
れ
た
。

従
来
揚
荷
取
扱
之
業
ヲ
営
ミ
、
是
迄
多
少
之
便
益
ヲ
得
シ
モ
、
社
外
船
増
加
シ
水
揚
賃
等
非
常
之
軽
価
ヲ
以
取
扱
候
得
バ
、
彼
我
ノ
間
ニ

於
テ
自
ラ
競
争
セ
ザ
ル
ヲ
得
ズ
。
為
二
水
揚
賃
月
ヲ
遂
テ
低
落
（
巾
略
）
本
年
一
月
ョ
リ
四
月
迄
弐
百
三
拾
四
円
三
拾
銭
ニ
シ
テ
一
ヶ
月

ば
な
ら
な
か
っ
た
様
で
あ
る
。

こ
の
外
、
貸
付
金
は
高
島
義
恭
つ
ま
り
社
長
の
私
金
と
い
う
形
に
し
て
「
各
人
民
」
に
貸
付
け
る
こ
と
に
し
た
。

次
に
揚
荷
業
に
つ
い
て
み
る
と
、
海
運
会
社
は
十
七
年
以
来
、
大
阪
商
船
会
社
の
酉
貫
港
に
お
け
る
積
揚
貨
物
の
取
扱
い
を
悉
く
請
負

つ
て
き
た
が
、
十
八
年
に
商
船
会
社
熊
本
支
店
よ
り
、
「
馬
関
、
博
多
、
唐
津
、
呼
子
、
伊
万
里
、
長
崎
等
ノ
諸
港
ハ
等
已
二
合
併
加
入

(305) 

（
仲
買
人
ノ
）
」
を
行
な
っ
た
た
め
に
、
熊
本
に
お
い
て
も
仲
次
業
同
業
者
が
合
併
す
る
様
に
と
の
申
入
れ
が
あ
り
、
汽
船
貨
物
熊
本
廻
漕
部

(303) 

と
し
て
「
損
益
分
担
其
ノ
他
ノ
約
則
」
を
設
け
る
こ
と
が
企
画
さ
れ
た
。
そ
こ
で
、
十
八
年
七
月
に
「
百
貫
港
積
揚
貨
物
取
扱
経
済
分
担

(302)

（

303) 

約
則
書
」
（
十
五
条
）
井
「
揚
荷
運
賃
収
入
金
之
内
益
金
分
賦
申
合
セ
内
規
則
」
が
、
大
阪
商
船
会
社
熊
本
支
店
附
属
仲
次
業
で
あ
る
海
運

社
・
公
（
広
）
運
社
・
宮
崎
真
三
・
児
藤
市
太
郎
・
小
倉
小
三
郎
・
常
盤
谷
慎
吉
・
柳
辺
三
郎
・
西
半
五
郎
と
熊
本
支
店
長
津
枝
正
信
と
の

間
で
取
交
わ
さ
れ
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
損
害
要
償
負
担
の
証
拠
金
と
し
て
、
海
逓
社
よ
り
熊
本
支
店
へ
二
千
円
を
預
け
る
こ
と
、
積
入

貨
物
、
船
中
仲
使
取
扱
の
事
は
海
運
社
の
負
担
と
す
る
こ
と
、
外
に
経
費
の
分
担
、
純
益
の
配
分
法
な
ど
が
決
め
ら
れ
、
主
に
海
運
社
を

中
心
に
仲
次
業
者
を
ま
と
め
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
こ
れ
が
実
際
に
連
営
さ
れ
た
か
は
疑
問
で
、
二
十
一
年
ま
で
待
た
ね

シ

第
九
条事

第
十
条

大
坂
商
船
会
社
株
券
抵
当
ト
ス
ル
時
ハ
、
其
時
ノ
双
場
ノ
半
額
ヲ
貸
付
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
利
子
期
限
等
ハ
第
一
1

一
条
同
様
タ
ル
ヘ
キ

該
社
株
主
萬
一
非
常
ノ
災
害
ニ
カ
、
ル
時
ハ
惣
株
主
協
議
ノ
上
、
準
備
積
立
金
ノ
都
合
二
寄
リ
相
応
ノ
救
助
ス
ル
7
モ
ア
ル
ヘ

尤
モ
他
品
相
応
ノ
抵
当
卜
見
認
ル
時
ハ
取
締
協
議
ノ
上
タ
ル
ヘ
シ

佐

々

家

文

書

に

つ

い

て

（
中
元
）

「
当
社
ハ
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佐

々

家

文

書

に

つ

い

て

二
十
六
年
七
月
一
日
よ
り
商
法
が
実
施
さ
れ
た
た
め
に
、
各
会
社
は
組
織
の
変
革
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
が
、
海
運
会
社
も
そ
の
例
外
で

は
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
「
在
来
の
資
本
ヲ
分
割
シ
貸
金
業
ヲ
別
組
織
ト
ス
ル
7
」
、
「
株
式
、
合
資
何
レ
ノ
組
織
二
拠
ル
乎
」
、
「
錠
金
営

(80) 

業
ハ
私
立
銀
行
、
普
通
貸
金
営
業
何
レ
ト
為
ス
乎
」
、
「
社
名
ノ

7
」
等
々
を
協
議
し
た
結
果
、
一
一
十
六
年
十
二
月
二
十
五
日
よ
り
社
名
を

(400) 

開
運
合
資
会
社
と
改
称
し
た
。
貨
金
を
営
業
目
的
と
し
、
資
本
金
一
万
円
、
社
員
人
員
十
七
名
で
発
足
し
た
（
規
約
は
資
料
2
に
掲
げ
た
）
。

こ
こ
で
従
来
併
業
し
て
き
た
汽
船
問
屋
は
資
本
金
千
九
百
五
十
円
で
別
組
徽
と
し
て
切
離
さ
れ
、
海
連
合
資
会
社
と
名
ず
け
ら
れ
て
、
事

(400) 

務
所
は
開
運
合
資
会
社
の
近
く
に
設
け
ら
れ
た
。
こ
の
海
運
合
資
会
社
の
賓
料
は
、
こ
の
後
欠
け
て
い
る
の
で
内
容
等
は
わ
か
ら
な
い
が
、

（中元）

3

開
運
合
資
会
社
（
頸
疇
鰐
言
疇
畔
豆
戸
~
）

平
均
五
拾
八
円
五
拾
八
銭
ナ
リ
。

こ
れ
は
前
年
ノ
収
益
額
二
比
算
ス
ル
ニ
―
ヶ
月
弐
拾
三
円
八
拾
銭
ノ
差
」
が
あ
り
、
た
め
に
「
当
社
揚

荷
ノ
業
ヲ
以
テ
各
仲
次
卜
協
同
団
結
シ
、
明
十
橋
通
広
運
社
二
於
テ
集
合
取
扱
所
ヲ
設
ケ
、
従
来
ノ
業
務
ヲ
盛
大
ナ
ラ
シ
メ
、
其
収
益
ヲ

各
店
ノ
資
格
二
分
割
」
し
よ
う
と
い
う
事
に
な
つ
て
、
当
時
の
海
運
会
社
社
長
古
閑
信
喜
を
連
合
店
店
長
に
決
め
た
。
こ
の
一
週
間
程
前

の
五
月
十
五
日
に
、
す
で
に
海
運
会
社
の
回
漕
営
業
を
熊
本
回
漕
聯
合
店
に
譲
渡
し
、
是
迄
の
創
業
費
と
し
て
千
四
百
円
を
受
取
っ
て
い

る
。
こ
れ
以
後
海
運
会
社
の
回
漕
業
は
熊
本
回
漕
連
合
店
に
加
入
し
て
、
古
閑
信
喜
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
、
海
運
会
社
は
佐
々
干
城
が
取
締

っ
た
。
二
十
一
年
四
月
十
五
日
に
大
阪
商
船
会
社
は
、
従
来
支
店
の
あ
っ
た
百
貫
石
を
引
揚
げ
て
三
角
に
支
店
を
移
し
た
。
と
こ
ろ
で
、

明
治
十
年
代
末
よ
り
二
十
年
代
に
か
け
て
鉄
道
企
業
へ
の
投
資
が
さ
か
ん
に
な
る
が
、
九
州
で
も
九
州
鉄
道
を
は
じ
め
鞍
手
鉄
道
、
沖
屋

崎
鉄
道
、
ド
北
筑
鉄
道
、
百
貫
小
鉄
道
、
日
奈
久
鉄
道
等
々
が
企
画
さ
れ
、
二
十
一
年
に
九
州
鉄
道
会
社
、
二
十
三
年
に
筑
豊
興
業
に
免

（
注1
0
)
~

許
が
お
り
た
。
海
連
会
社
株
主
連
も
鉄
道
に
興
味
を
示
し
、
「
当
社
揚
荷
取
扱
業
務
ノ
如
キ
ハ
鉄
道
ノ
布
設
と
共
二
漸
次
変
転
、
遂
二
廃

業
ノ
姿
ト
ナ
ル
ハ
必
然
」
、
「
今
後
次
第
二
金
利
ノ
低
落
卜
共
二
貸
附
金
ノ
業
務
モ
自
ラ
衰
退
二
赴
ク
ハ
必
然
」
と
同
社
の
前
途
を
危
ぶ
ん

(79) 

で
、
九
州
鉄
道
に
投
資
す
る
こ
と
を
決
議
し
た
。
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こ
の
出
資
額
一
万
円
は
、
従
来
の
海
運
会
社
株
金
千
九
百
五
十
円
、
元
海
運
社
株
主
定
期
預
金
二
千
百
四
十
円
、
増
資
本
と
し
て
各
株

表 2

一氏業

｀
 

会社員

無

会社員

無

社 員 出 資 額

” 
農

商

農

商

無

佐

高

下

須

猿

友

高

” 
” 
” 
商

無

古

志

大

今

賀

米

田

” 
” 

名 ＇1元会社海株運 1預金高 1増 株冒〗『贔

干城 26訊 34訊 40訊 1,000 円

長秋 70 930 1,000 

一巳 210 690 900 

に十郎 180 390 330 900 

宗那 170 200 430 800 

郁雄 130 340 330 800 

専太 150 180 470 800 

一馬 130 330 340 800 

信喜 150 650 800 

元五 110 30 610 750 

かち 150 280 430 

i重雄 70 40 290 400 

信門 60 10 50 120 

源三 20 190 210 

昇蔵 200 200 

五雲 60 60 

マキ 30 30 

I 1, 950 I 2, 140 I 5, 910 110. ooo 

松原

計

開運合資会社出資高調 (193)より

社
員
出
資
額
は
次
の
様
で
あ
る
。

佐

々

現

文

書

に

つ

い

て

（
中
元
）

熊
本
協
同
回
漕
店
に
加
入
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

新
会
社
の
役
員
は
、
社
長
佐
々
干
城
、
専
務
取
締
役
古
閑
信
喜
、
取
締
役
下
田
一
巳
・
高
橋
専
太
・
須
崎
休
十
郎
の
面
々
で
あ
っ
た
。

な
お
、
干
城
の
俸
給
は
当
初
年
間
百
二
十
円
、
賞
与
五
十
円
、
信
喜
は
各
々
四
十
八
円
、
三
十
円
で
あ
っ
た
。
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佐

々

家

文

害

に

つ

い

て

2

熊
本
産
業
界
へ
の
貸
付
け

ー
出
資
者
の
高
橋
長
秋
は
、
佐
々
友
房
と
共
に
熊
本
隊
に
加
入
し
、
同
心
学
舎
の
創
立
員
と
な
り
、
又
紫
涙
会
の
幹
部
で
も
あ
っ
た
。
そ

分
は
欠
損
）
、

の
後
観
光
社
の
整
理
に
あ
た
っ
た
り
、
細
川
家
財
政
顧
問
と
な
っ
た
り
、
第
九
銀
行
の
整
理
を
担
当
し
た
り
、
熊
本
経
済
界
で
大
巻
な
役

（注

11)

割
を
果
し
た
。
三
十
二
年
に
は
肥
後
銀
行
の
頭
取
に
も
な
っ
て
い
る
。

海
（
開
）
運
会
社
の
経
営
帳
簿
と
し
て
は
、
中
心
と
な
る
「
勘
定
元
帳
」
が
十
九
年
よ
り
三
十
五
年
ま
で
残
っ
て
お
り
（
二
十
三
・
四
年

そ
れ
に
付
随
し
て
「
貸
金
台
帳
」
、
「
出
納
日
記
帳
」
、
「
積
立
金
控
帳
」
、
「
株
金
益
配
当
簿
」
が
散
在
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
帳

簿
は
借
方
、
貸
方
で
区
別
さ
れ
て
お
り
、
借
方
が
支
出
部
、
貸
方
が
収
入
部
に
あ
た
る
。
海
運
、
開
運
会
社
が
貸
付
業
を
主
な
目
的
と
し

た
所
か
ら
、
二
十
年
よ
り
三
十
四
年
ま
で
の
「
総
勘
定
元
帳
」
の
貸
付
部
よ
り
個
人
別
の
貸
金
高
表
を
つ
く
り
、
上
位
二
十
位
ま
で
を
あ

げ
て
み
た
（
表
3
)
。
古
閑
信
喜
が
断
然
多
い
が
、
こ
れ
は
全
部
が
彼
個
人
の
た
め
の
借
用
で
は
な
く
、
彼
の
名
義
で
借
用
し
て
他
の
企

業
に
融
資
し
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
は
又
干
城
の
場
合
に
も
言
え
る
こ
と
で
あ
る
。
二
位
の
佐
々
・
古
閑
等
と
い
う
の
は
、
二
人
の
共
同

借
用
分
と
数
人
共
同
の
分
も
共
に
入
れ
た
。
そ
の
外
の
「
等
」
と
入
っ
て
い
る
場
合
も
同
様
で
あ
る
。
貸
金
は
二
十
六
年
以
前
よ
り
も
、

貸
金
業
と
し
て
独
立
し
た
二
十
七
年
以
降
に
急
激
に
増
え
、
特
に
二
十
九

l
三
十
一
年
が
。
ヒ
ー
ク
と
な
つ
て
い
る
。
貸
付
対
象
の
特
徴
を

あ
げ
れ
ば
次
の
様
な
こ
と
が
い
え
る
。

を
発
展
さ
せ
た
熊
本
協
同
回
漕
店
を
つ
く
り
、

海
運
会
社
は
十
七
年
以
来
大
阪
商
船
会
社
の
揚
荷
の
請
負
を
や
り
、
二
十
一
年
に
は
仲
次
業
者
間
で
連
合
店
を
組
織
し
、
更
に
そ
れ

そ
の
い
ず
れ
も
の
中
心
と
な
つ
て
い
た
関
係
上
、
広
運
社
、
商
船
会
社
（
熊
本
支
店
）
、

熊
本
回
漕
連
合
店
（
後
の
協
同
回
漕
店
）
が
対
象
と
な
つ
て
い
る
。
広
運
社
、
商
船
会
社
へ
の
貸
付
額
は
小
さ
い
が
、
連
合
店
、
回
漕
店

に
な
る
と
そ
の
額
も
大
き
く
な
り
、
三
十
四
年
現
在
で
は
貸
越
に
な
っ
て
い
る
。

明
治
初
期
の
熊
本
に
お
け
る
商
工
業
は
停
滞
気
味
で
あ
っ
た
。
明
治
八
年
、
沼
山
実
学
党
系
の
喜
悦
氏
房
が
興
し
た
緑
川
製
紙
を
は

（
中
元
）

主
よ
り
集
め
た
五
千
九
百
十
円
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
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行
は
熊
本
紡
績
会
社
（
二
十
六
年
）
を
、

業
し
た
。
そ
の
後
金
融
機
関
の
援
助
を
受
け
て
民
間
企
業
が
勃
興
す
る
。
進
歩
銀
行
は
熊
本
電
燈
株
式
会
社
（
二
十
四
年
）
を
、
第
九
銀

（注
12)

第
百
五
十
一
銀
行
は
東
肥
製
紙
株
式
会
社
（
二
十
九
年
）
を
そ
れ
ぞ
れ
援
助
し
た
。
海
（
開
）

じ
め
と
す
る
士
族
授
業
事
業
は
、

二
十
三
年
か
ら
二
十
四
年
に
か
け
て
の
我
国
最
初
の
資
本
主
義
的
恐
慌
で
、
ほ
と
ん
ど
が
解
散
、
休

表 3 借 用 金 高

調

氏 名 I明治20~26年 i明治27~34年 I 計

0古閑信喜 2,312 円 21,129円,163 ！ 23,441円,163 

0佐々 （干）・古閤等 1,002,500 14,189,166 14,191,666 

0高橋長秋等 5,782,645 3,703,275 9,485,920 

園田軍太

゜
9,348,800 9,348,800 

中島茂七 8,906,300 

゜
8,906,300 

三島大七 8,019 

゜
8,019 

0佐々干城 1,281,968 6,047,498 7,329,466 

佐々友房等 1,695,416 4,854,410 6,549,826 

宮川健太郎 3,000 830 3,830 

友技 巌 2,770 1,000 3,770 

熊熊本本協回同漕連回合漕店店 1,205 2,394,646 3,599,646 

小田卯太郎 1,345 2,165,310 3,510,310 

胃九州移民会社 73 3,246,195 3,319,195 

0下田一巳 468, 2,294,358 2,762,358 

出田軍治 2,580 

゜
2,580 

0高橋専太 366 2,059,618 2,425,618 

0須崎休十郎 110 2,236,030 2,346,030 

0志水元五 837 1,242,223 2,079,223 

村井雪台 1,500 300 1,800 

0田尻昇蔵 353,750 1,276,360 1,630,110 

佐

々

家

文

書

に

つ

い

て

（中元）

※
※
 

0印は開運会社株主

明治23年度分は入っていない。
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佐

々

家

文

書

に

つ

い

て

運
会
社
が
関
係
し
た
会
社
も
、
二
十
代
中
半
か
ら
三
十
年
代
初
め
に
か
け
て
創
設
さ
れ
た
会
社
が
殆
ん
ど
で
あ
る
。
貸
付
簿
に
で
て
く

る
の
は
主
に
個
人
名
で
あ
る
が
、
彼
ら
は
諸
会
社
に
関
係
し
て
お
り
、
借
用
金
も
そ
の
た
め
の
も
の
と
推
察
で
き
る
の
で
、
そ
れ
ら
会

社
名
を
列
記
し
て
み
よ
う
。

熊
本
紡
績
株
式
会
社

明
治
二
十
六
年
創
立
。
資
本
金
十
五
万
円
、
二
十
九
年
三
十
万
円
に
増
資
。
社
長
志
水
茂
次
郎
（
元
熊
本
藩
家
老
）
。
三
十
三
年
の
恐

慌
で
経
営
が
行
詰
ま
り
、
久
留
米
紡
績
と
共
に
三
池
紡
績
と
合
併
し
、
九
州
紡
績
株
式
会
社
熊
本
工
場
と
改
称
し
た
。
そ
し
て
三
十

（注

13)

五
年
に
は
鐘
紡
株
式
会
社
に
統
合
さ
れ
た
。

東
肥
製
紙
株
式
会
社

明
治
二
十
九
年
六
月
創
立
。
資
本
金
百
万
。
二
万
株
で
三
百
九
人
の
出
資
者
で
あ
っ
た
。
社
長
藤
村
紫
朗
、
取
締
役
岡
崎
唯
雄
・
沢

(251) 

村
大
八
・
大
谷
高
寛
・
古
閑
信
喜
（
第
六
回
営
業
報
告
よ
り
）
。
三
十
三
•
四
年
の
恐
慌
に
あ
っ
て
解
散
し
た
。

熊
本
織
物
力
食
株
式
会
社

西
南
の
役
罹
災
の
士
族
救
済
の
た
め
に
、
士
族
授
産
事
業
と
し
て
十
二
年
に
事
業
を
開
始
し
た
力
食
社
を
組
織
変
更
し
た
も
の
。
三

(385) 

十
年
よ
り
三
十
八
年
ま
で
操
業
。
資
本
金
二
万
円
。
・
専
務
取
締
役
湯
地
恒
雄
、
取
締
役
古
閑
信
喜
（
第
十
三
回
営
業
報
告
よ
り
）
。

(378) 

八
代
煉
瓦
合
資
会
社

三
十
年
一
月
創
業
。
資
本
金
一
万
円
。
委
員
長
佐
藤
敬
太
。
高
岡
元
真
・
浅
山
知
定
等
が
出
資
者
で
あ
る
（
第
一
回
営
業
報
告
よ
り
）
。

緒
方
五
百
枝
織
物
工
場

三
十
一
年
よ
り
貸
付
簿
に
み
え
る
。

九
州
移
民
株
式
会
社

資
本
金
三
万
円
。
三
十
年
五
月
創
立
。
専
務
取
締
役
社
長
佐
々
干
城
、
理
事
長
安
達
謙
蔵
、
取
締
役
古
閑
信
喜
・
内
柴
敬
持
・
佐
藤

（中元）
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一
金
く
な
く
な
り
、
中
止
さ
れ
る
に
至
っ
た
。

（
謳
の

2
)

領
収
証

（
中
元
）

佐

々

家

文

書

に

つ

い

て
(386) 

敬
太
（
第
十
二
回
営
業
報
告
よ
り
）

創
立
に
つ
い
て
『
高
橋
長
秋
伝
』
を
み
る
と
、

「
日
本
郵
船
会
社
長
吉
川
泰
次
郎
、
同
社
重
役
佐
久
間
精
一
氏
が
組
織
せ
る
吉
佐
移

民
会
社
の
下
請
負
事
業
た
る
熊
本
の
九
州
移
民
会
社
（
高
木
氏
経
営
）
が
、
ニ
ュ
ー
カ
レ
ド
ニ
ア
移
民
に
失
敗
せ
る
為
、
吉
川
・
佐
久

間
両
氏
よ
り
植
民
事
業
に
熱
心
な
津
田
静
一
氏
に
九
州
移
民
会
社
の
経
営
を
交
渉
し
て
苔
た
の
で
、
津
田
氏
は
高
橋
長
秋
・
佐
々
・

古
閑
に
相
談
し
て
之
を
承
諾
」
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
事
務
所
は
開
運
合
資
会
社
の
二
階
を
借
り
た
。

台
湾
拓
殖
株
式
会
社

台
湾
で
行
な
っ
た
製
糖
会
社
で
あ
る
。
津
田
静
一
は
二
十
六
年
八
月
の
国
権
党
会
議
で
、
「
日
本
は
人
口
余
り
あ
り
て
土
地
足
ら
ず
、

故
に
海
外
に
出
て
植
民
地
を
開
く
は
其
大
利
た
る
言
を
待
た
ず
。
但
し
之
を
為
す
に
は
資
本
を
有
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
」
、
「
今
や
東
京

の
如
き
殖
民
熱
大
に
起
り
（
中
略
）
会
社
を
創
立
せ
ん
と
す
る
企
て
あ
り
」
と
海
外
で
事
業
を
興
す
こ
と
を
説
い
た
。
二
十
八
年
九

月
に
は
台
湾
事
業
発
起
人
会
を
開
き
、
磯
部
見
義
・
沢
村
大
八
・
津
田
静
一
•
佐
藤
敬
太
・
佐
々
干
城
・
高
橋
長
秋
が
あ
つ
ま
り
、

熊
本
支
部
の
委
員
に
大
谷
高
寛
・
古
閑
信
喜
•
宮
田
武
平
太
を
選
び
、
津
田
静
一
を
調
査
の
た
め
に
台
湾
に
派
遣
し
て
同
社
を
結
成

し
た
。
貸
付
簿
に
は
三
十
年
よ
り
み
ら
れ
る
。
四
十
二
年
同
社
は
解
散
、
高
砂
製
糖
会
社
が
買
収
し
た
。
出
資
額
百
円
に
つ
き
五
十

（注

14)

円
の
割
を
も
つ
て
返
還
し
た
。

福
岡
炭
坑
創
立
事
業

開
運
会
社
の
貸
付
け
に
、
三
十
年
よ
り
福
岡
炭
山
創
立
事
業
費
井
に
園
田
軍
太
の
名
が
み
ら
れ
る
。
こ
れ
は
筑
紫
郡
席
田
村
月
隈
の

園
田
炭
坑
経
営
の
た
め
で
あ
る
。
三
十
年
よ
り
園
田
軍
太
と
福
井
佐
吉
の
共
同
で
は
じ
め
ら
れ
た
が
、
三
十
二
年
に
事
業
が
思
わ
し

四
百
五
拾
円
也
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佐

々

家

文

書

に

つ

い

て

な
り
の
配
当
を
出
し
続
け
た
。

3
 

但
、
福
岡
県
田
川
郡
川
崎
村
及
ヒ
安
真
木
村
二
渉
ル
石
炭
砿
四
万
坪
ヲ
、
共
同
ニ
テ
九
百
円
二
買
収
シ
タ
ル
其
半
額
、
前
額
ノ
通

領
収
シ
増
借
込
等
手
続
済
ノ
上
契
約
書
交
換
可
致
候

明
治
三
十
一
年
七
月
九
日

と
あ
る
様
に
、
開
運
会
社
が
炭
坑
事
業
に
出
資
し
、
経
営
に
参
加
し
た
。

佐
々
友
房
を
中
心
と
し
た
紫
涙
会
関
係
者
へ
の
貸
付
け

熊
本
の
産
業
界
に
進
出
し
た
人
々
の
中
に
も
紫
涙
会
関
係
者
は
多
い
。
例
え
ば
高
橋
長
秋
を
は
じ
め
、
佐
藤
敬
太
•
藤
村
紫
朗
•
岡

崎
唯
雄
・
津
田
静
一
・
安
達
謙
蔵
等
が
い
る
。
又
観
光
社
と
同
心
学
舎
の
結
び
つ
き
が
深
か
っ
た
よ
う
に
、
海
（
開
）
運
会
社
と
済
々

彎
の
関
係
も
深
く
、
小
口
な
が
ら
教
員
（
浅
山
知
定
、
木
村
弦
雄
、
合
志
林
蔵
、
内
藤
儀
十
郎
等
）
へ
の
貸
付
け
、
又
紫
漠
会
の
倶
楽
部
で
あ

っ
た
鎮
西
館
へ
の
貸
付
け
が
み
ら
れ
る
。
更
に
友
房
が
直
接
経
営
し
な
い
に
し
て
も
、
資
金
融
通
の
役
割
を
し
た
と
み
え
て
、
か
な
り

高
額
の
借
用
を
し
て
い
る
。
特
に
二
十
四
年
頃
の
ア
ン
チ
モ
ニ
ー
鉱
山
関
係
へ
の
融
資
が
目
立
つ
。

め
、
各
鉱
山
へ
の
投
資
が
一
般
に
盛
ん
で
あ
っ
た
。
二
十
四
年
に
は
大
分
県
立
石
村
の
ア
ン
チ
モ
ニ
ー
鉱
山
の
試
掘
願
、
又
天
草
郡
志

柿
村
と
亀
場
村
の
試
掘
願
を
脇
山
逸
馬
名
義
で
出
し
た
。
天
草
の
場
合
に
は
、
先
に
試
掘
願
を
出
し
て
い
た
玄
洋
社
に
協
同
の
話
を
持

出
し
、
試
掘
願
に
協
力
し
て
も
ら
っ
た
。

こ
の
時
、
玄
洋
社
の
天
草
鉱
山
の
事
業
費
の
た
め
に
、
佐
々
干
城
・
古
閑
信
喜
が
百
五
十
一

(399) 

銀
行
よ
り
八
百
円
を
借
受
け
、
玄
洋
社
の
香
椎
源
太
郎
へ
貸
与
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
紫
涙
会
の
天
草
鉱
山
事
業
は
失
敗
に
終
っ
た
。

そ
の
後
人
吉
の
ア
ン
チ
モ
ニ
ー
鉱
山
事
業
に
も
乗
出
し
、
玄
洋
社
と
競
い
あ
っ
た
。

海
（
開
）
運
会
社
の
配
当
率
を
み
る
と
表
4
の
様
で
あ
る
。
不
明
の
年
も
あ
る
が
、
＋
七
年
よ
り
二
十
六
年
ま
で
は
、

（
中
元
）

佐
こ
の
頃
ア
ン
チ
モ
ニ
ー
鉱
山
を
初

々

ほ
ぼ
同
率
で
か

干

城

園

田

軍

太
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と
こ
ろ
で
、
明
治
三
十
三
年
第
九
銀
行
が
突
然
支
払
い
停
止
を
や
っ
た
た
め
、
県
内
各
銀
行
に
取
付
が
破
及
し
、
熊
本
貯
蓄
銀
行
・
福

（注

15)

永
銀
行
・
百
五
十
一
銀
行
等
が
支
払
い
停
止
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
熊
本
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
翌
年
全
国
的
銀
行
界
舶
苫
叫
に
発
展
し
た
。

百
五
十
一
銀
行
と
密
接
な
関
係
に
あ
っ
た
開
運
会
社
が
大
き
な
影
響
を
受
け
な
い
は
ず
は
な
い
。
事
実
開
運
会
社
は
三
十
一
年
後
期
よ
り

赤
字
を
出
し
は
じ
め
て
い
た
が
、
三
十
五
年
百
五
十
一
銀
行
が
破
算
す
る
と
、
開
運
社
の
経
営
も
極
端
に
悪
く
な
っ
て
、
逆
に
三
十
八
年

十
二
月
廃
業
す
る
に
至
っ
た
。

（表4) 配 当 率

; 年;•, 代 配（半当年率） 年 代 配（半当年率） 

~ ̀ ~ ． 

I 24年前期16年前期 3歩6厘 7歩5厘

後期 （不明） 後期 II 

17年前期 (II) 25年前期 （不明）
| 

後期 7歩2厘 後期 (//) 

18年前期

゜
26年前期 7歩5厘

後期 1 割 後期 ” 
19年前期 7歩5厘 27年前期 6歩5厘

後期 II 後期 5 歩

20年前期 ” 28年前期
II 

後期 6歩2厘5毛 後期 ” 
21年前期 7歩5厘 I 29年前期 ” 
後期 （不明）

30年後期
” 

22年前期 (//) 

後期 7歩5厘 ？ 

゜23年前期 ” 38年
後期 （不明）

佐

々

家

文

書

に

つ

い

て

（
中
元
）
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佐

々

家

文

書

に

つ

い

て

海
運
会
社
が
観
光
社
の
事
業
を
引
継
い
だ
時
は
、
丁
度
松
方
財
政
の
デ
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
政
策
が
行
な
わ
れ
て
い
た
時
期
で
あ
っ
た
。
十

六
年
、
同
社
は
運
輸
業
を
目
的
と
し
て
発
足
し
た
が
、
大
阪
以
西
の
海
運
業
の
合
併
運
動
が
お
こ
り
、
十
七
年
大
阪
商
船
会
社
が
創
立
さ

れ
る
と
、
海
運
会
社
も
所
有
船
を
譲
渡
し
て
、
大
資
本
の
大
阪
商
船
会
社
に
吸
収
さ
れ
た
。
海
運
会
社
は
大
阪
商
船
会
社
の
揚
荷
の
請
負

業
に
格
下
げ
ら
れ
、
貸
付
業
に
専
念
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
政
府
の
政
策
的
意
図
に
も
と
ず
く
上
か
ら
の
大
資
本
攻
勢
に

対
す
る
地
方
産
業
の
対
応
を
示
す
と
同
時
に
海
運
会
社
の
松
下
デ
フ
レ
下
で
の
金
融
界
に
自
己
を
堵
け
た
（
成
否
は
と
も
か
く
）
と
い
う
こ

と
で
あ
ろ
う
。
海
運
会
社
の
貸
付
業
の
特
徴
は
、
友
房
を
中
心
と
し
た
紫
涙
会
・
国
権
党
関
係
者
が
極
め
て
多
い
こ
と
で
あ
る
。
友
房
は

観
光
社
の
時
よ
り
関
係
し
て
お
り
、
海
運
会
社
株
主
連
も
彼
と
志
を
同
じ
く
す
る
者
の
集
ま
り
で
あ
っ
た
様
で
あ
る
。
済
々
饗
、
ア
ン
チ

モ
ニ
ー
鉱
山
費
用
、
台
湾
拓
殖
会
社
等
へ
出
資
し
、
紫
涙
会
又
は
国
権
党
に
対
し
て
経
済
的
な
援
助
を
し
た
。
合
資
会
社
と
し
て
近
代
的

装
い
を
こ
ら
し
な
が
ら
、
そ
の
資
本
構
成
、
取
引
相
手
な
ど
に
私
的
、
思
想
的
結
合
関
係
の
強
さ
が
見
ら
れ
こ
こ
に
も
近
代
日
本
に
お
け

る
企
業
の
―
つ
の
特
色
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

二
十
六
年
、
海
運
会
社
を
開
運
会
社
と
改
称
し
、
資
本
金
を
千
九
百
五
十
円
よ
り
一
万
円
に
引
上
げ
た
時
、
揚
荷
業
の
海
運
合
資
会
社

を
独
立
さ
せ
た
。
そ
れ
以
後
の
貸
付
高
は
急
激
に
増
え
て
い
っ
た
が
、
三
十
一
年
後
期
か
ら
は
赤
字
経
営
と
な
っ
た
。
三
十
三
年
の
第
九

銀
行
の
支
払
い
停
止
が
熊
本
産
業
界
の
み
な
ら
ず
、
全
国
的
恐
慌
の
発
端
と
な
り
、
こ
の
影
響
で
、
海
（
開
）
運
会
社
と
関
係
が
深
か
つ

た
百
五
十
一
銀
行
も
支
払
い
停
止
と
な
っ
て
、
三
十
五
年
十
一
月
に
は
破
産
し
た
。
こ
の
た
め
、
開
運
会
社
は
以
後
急
速
に
衰
退
し
て
い

っ
た
。
日
本
資
本
主
義
成
立
•
発
展
途
上
に
数
多
く
の
小
資
本
会
社
が
た
ど
っ
た
道
を
、
海
（
開
）
運
会
社
も
た
ど
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

（
当
研
究
所
杉
本
勲
教
授
、
藤
野
保
助
教
授
、
木
村
忠
夫
助
手
の
各
先
生
方
の
指
導
の
も
と
に
こ
の
小
稿
を
書
い
た
。
こ
こ
に
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。
）

お

わ

り

（
中
元
） に

-127-



何
之
誰
殿

第
十
条
本
社
役
貝
卜
称
ス
ル
者
左
ノ
如
シ

社

長

壱

名

第第第第第

九八七六五

条条条条条

第第第第

四三弐壱

条条条条

（
中
元
）

海
運
会
社
社
長

同
取
締

何
之
誰
印

何
之
誰
印

本
社
之
名
称
ヲ
海
運
会
社
卜
唱
ヱ
事
務
所
ヲ
熊
本
区
中
唐
人
町
壱
番
戸
二
設
置
ス

本
社
之
責
任
ハ
有
限
ニ
シ
テ
其
負
担
ハ
株
金
没
収
二
止
ル
モ
ノ
ト
ス

本
社
之
営
業
ハ
貸
附
金
・
預
リ
金
・
荷
為
換
金
ヲ
施
行
ス
ル
ヲ
以
テ
目
的
ト
ス

該
社
之
営
業
ハ
明
治
十
七
年
七
月
ョ
リ
朋
治
二
十
一
年
六
月
迄
向
フ
五
ケ
年
ヲ
一
期
ト
シ
、
満
期
二
至
リ
更
二
許
可
ヲ
乞
二
永
久
継
続
ス
ル

ヲ
目
的
ト
ス

本
社
ノ
資
本
金
ハ
壱
千
九
百
五
拾
円
ト
ス

該
社
之
株
金
ハ
拾
円
ヲ
壱
株
卜
定
メ
百
九
十
五
株
ト
ス

該
社
営
業
期
限
二
満
レ
ハ
解
社
ス
ル
モ
尚
事
業
ヲ
営
ム
モ
株
主
総
会
議
之
決
議
二
任
ス

株
主
ハ
何
等
之
事
故
ァ
ル
ト
雖
モ
該
社
期
限
中
ハ
其
株
金
ヲ
引
戻
ヲ
請
求
ス
ル
ヲ
得
ス

株
主
タ
ル
者
ヱ
ハ
株
式
壱
個
二
付
株
券
壱
通
ヲ
授
与
ス

其
雛
形
左
ノ
如
シ

第
何
号

熊
本
海
運
会
社
株
式
券
状

一
金
拾
円
也

何
某
儀
本
社
ノ
定
規
ヲ
確
守
シ
、
明
治
十
七
年
七
月
一
日
ョ
リ
我
海
運
会
社
ノ
株
式
之
内
拾
円
即
チ
壱
株
ノ
株
主
タ
ル
事
相
違
ナ
キ
証
拠
卜

シ
、
此
株
式
券
状
二
本
社
ノ
印
章
ヲ
押
捺
シ
之
ヲ
授
与
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ

但
此
株
券
ヲ
売
買
譲
与
セ
ン
ト
欲
セ
ハ
本
社
二
持
参
シ
書
換
可
申
出
、
本
本
二
於
テ
ハ
相
当
ノ
調
査
ヲ
遂
ケ
、
此
券
状
裏
表
枠
内
二
社
長

取
締
記
銘
調
印
ノ
上
是
ヲ
差
戻
ス
ヘ
シ

年
号
月
日

（
資
料

1
)

海
運
会
社
規
則

佐

々

家

文

書

に

つ

い

て
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佐

々

家

文

書

に

つ

い

て

第

三

条

第

四

条

第第

ニー
条条

（
資
料

2
)

第
十
亡
条

第
十
八
条

第
十
九
条

第
二
十
条

第
廿
一
条

第
十
二
条

第
十
三
条

第
十
四
条

第
十
五
条

第
十
六
条

第
十
一
条

開
運
合
資
会
社
規
則

取

締

無

定

員

会

計

掛

壱

名

但
事
務
ノ
都
合
ニ
ョ
リ
壱
名
ニ
テ
数
務
ヲ
兼
任
ス
ル
事
ア
ル
ヘ
シ

木
社
役
員
ハ
株
主
中
ョ
リ
互
撰
投
票
シ
、
任
期
ハ
濶
壱
ケ
年
ト
ス

但
再
撰
ス
ル
モ
妨
ナ
シ

株
主
中
意
見
ナ
キ
ト
キ
ハ
、
取
締
ヲ
除
ク
外
諸
役
員
ハ
他
ョ
リ
擢
挙
ス
ル
モ
妨
ナ
シ

本
社
役
員
タ
ル
者
本
礼
ノ
規
則
ヲ
犯
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
、
惣
社
員
協
議
之
上
相
当
ノ
処
分
ス
ヘ
シ

本
社
二
於
テ
他
人
二
対
ス
ル
万
般
ノ
文
書
ハ
惣
テ
本
社
ノ
名
義
ヲ
用
ヒ
、
木
社
ノ
印
章
ヲ
捺
シ
、
社
仄
是
二
加
印
署
名
ス

本
社
二
用
ュ
ル
処
ノ
印
章
左
ノ
如
シ

該
社
株
主
惣
会
ハ
毎
年
（
炉
和
）
両
度
ト
ス
。
尤
モ
株
主
ハ
発
議
討
餡
ノ
権
ヲ
有
ス

但
臨
時
開
会
ハ
株
主
五
名
以
上
ノ
同
意
者
ヲ
得
ル
時
ハ
何
時
タ
リ
ト
モ
開
会
ノ
柾
ァ
ル
モ
ノ
ト
ス
。
尤
定
式
臨
時
両
会
共
欠
席
ノ
者
ハ
他

日
異
議
ヲ
附
フ
ル
ヲ
得
サ
ル
モ
ノ
ト
ス

会
議
之
議
長
ハ
社
長
是
ヲ
勤
ム

社
長
ノ
意
見
ニ
ョ
リ
通
常
会
ノ
外
総
株
主
ノ
会
議
ヲ
開
設
ス
ル
事
ア
ル
ヘ
シ

本
社
計
算
ハ
毎
年
(
[
-
J
J
R
)

両
度
袂
算
シ
、
翌
月
二
各
株
主
エ
純
益
金
配
当
及
計
算
報
告
ス
ヘ
シ

本
社
株
主
ハ
事
務
取
扱
二
妨
碍
ナ
ク
ハ
何
時
ク
リ
ト
モ
諸
帳
簿
閲
見
ス
ル
ヲ
得

実
施
ノ
都
合
二
依
リ
此
社
則
訂
正
増
補
ヲ
要
ス
ル
時
ハ
、
其
都
度
県
庁
ヱ
請
願
允
可
ヲ
得
テ
施
行
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

本
社
ノ
資
本
ハ
各
社
員
ノ
出
資
ヲ
以
テ
成
、
其
義
務
二
対
シ
テ
ハ
会
社
財
産
ノ
ミ
責
仔
ヲ
負
フ
モ
ノ
ト
ス

本
社
ノ
営
業
ハ
左
ノ
如
シ

一
貨
金

本
社
ハ
開
遼
合
資
会
社
卜
称
シ
、
営
業
所
ヲ
熊
本
市
塩
犀
町
裏
一
番
町
五
十
五
番
地
二
設
管
ス

本
社
ノ
存
立
時
期
ハ
向
フ
襴
十
ケ
年
ト
ス
、
但
、
社
員
総
会
ノ
決
議
ヲ
以
テ
継
続
ス
ル
コ
ト
ア
ル
ヘ
シ

（
中
元
）
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本
仕
ノ
臼
章
庁
ノ
如
シ

本
社
ノ
資
本
金
ハ
壱
万
円
ト
シ
、
各
社
員
ノ
出
翌
高
ハ
別
冊
二
明
記
ス

社
員
ニ
ハ
出
資
ノ
証
ト
シ
テ
証
書
ヲ
交
付
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

社
員
ハ
本
社
存
立
時
刷
満
了
マ
テ
ハ
、
総
社
只
ノ
承
諾
ヲ
得
ス
シ
テ
出
資
ノ
払
戻
ヲ
訥
求
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ス

社
員
死
亡
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
、
相
続
人
其
権
利
義
務
ヲ
襲
承
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

社
員
ハ
取
締
役
ノ
認
可
ヲ
得
ル
ニ
ア
ラ
サ
レ
ハ
、
其
持
分
ヲ
他
人
二
譲
渡
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ス

木
社
ノ
業
務
ヲ
担
当
セ
ン
ム
ル
為
メ
、
社
員
ョ
リ
左
ノ
業
務
担
当
社
員
ヲ
設
ク

取
締
役
五
名
内
社
長
一
名

専
務
取
締
役
一
名

取
締
役
ハ
社
員
総
会
二
於
テ
撰
挙
シ
、
社
長
及
ヒ
専
務
取
締
役
ハ
取
締
役
ノ
互
撰
ヲ
以
テ
之
ヲ
定
ム

取
締
役
ハ
書
記
又
ハ
雇
員
ヲ
傭
使
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

取
締
役
ハ
職
務
規
定
其
他
ノ
規
則
ヲ
定
メ
、
之
ヲ
施
行
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

取
締
役
ハ
其
協
議
ヲ
以
テ
本
社
二
借
入
金
ヲ
為
ス
コ
ト
ヲ
得

取
締
役
ハ
木
礼
全
体
ノ
業
務
二
付
総
テ
本
社
ヲ
代
表
ス

取
締
役
ハ
其
業
務
施
打
中
二
生
‘
ン
タ
ル
会
社
ノ
義
務
二
付
連
告
賑
限
ノ
責
任
ヲ
負
フ
。
但
シ
、
其
貨
任
ハ
退
任
後
一
一
ケ
年
ノ
満
了
二
囚
テ
消

滅
ス
取
締
役
給
料
ハ
総
会
ノ
袂
議
ヲ
以
テ
之
定
ム
ル
モ
ノ
ト
ス

社
員
総
会
ハ
通
常
・
臨
鰐
ノ
―
―
様
二
分
チ
、
通
常
総
会
ハ
毎
年
両
度
二
凹
二
之
ヲ
開
キ
、
半
期
間
ノ
賭
計
算
報
告
及
ヒ
利
益
金
ノ
配
当
ヲ

決
議
シ
、
臨
時
総
会
ハ
取
締
役
二
於
テ
必
要
卜
認
ム
ル
ト
キ
又
ハ
総
礼
員
四
分
之
一
以
上
ノ
申
立
ア
ル
ト
キ
之
ヲ
開
ク

第
二
十
条
総
会
ヲ
開
カ
ン
ト
ス
ル
ト
キ
ハ
予
メ
議
案
ノ
要
旨
ヲ
記
載
シ
、
場
所
・
日
限
・
時
刻
ヲ
定
メ
、
少
ク
ト
モ
七
日
前
二
各
社
員
へ
通
知
ス
ヘ
シ

第
二
十
一
条
規
約
ノ
変
更
及
ピ
任
意
ノ
解
散
二
就
テ
ノ
決
議
ハ
、
総
社
員
四
分
ノ
三
以
上
ノ
決
議
二
依
ル

第
二
十
二
条
総
会
二
於
テ
決
議
シ
タ
ル
事
項
ハ
之
ヲ
決
議
録
二
登
記
シ
、
白
席
取
締
役
之
二
捺
印
ス
ヘ
シ

第
二
十
三
条
本
社
ノ
営
業
年
度
ハ
一
月
ョ
リ
十
二
月
マ
デ
ト
ス

第
二
十
四
条
本
社
ノ
担
益
決
算
ハ
毎
年
七
月
・
一
月
ノ
両
度
二
之
ヲ
為
シ
、
其
収
益
金
ノ
内
ョ
リ
諸
経
費
損
失
荷
虞
ノ
金
額
及
ヒ
役
員
賞
与
金
ヲ
引
去

第
十
八
条

第
十
几
条

第
十
1

一条

第
十
三
条

第
十
四
条

第
十
五
条

第
十
六
条

第
十
七
条

第第第第第第第
十 十九八七六五

条条条条条条条
佐

々

家

文

書

に

つ

い

て

（
中
元
）
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（注）1

佐
々
弘
之
氏
所
蔵
文
書
（
九
州
文
化
史
研
究
所
所
蔵
フ
ィ
ル
ム
）

佐
々
家
文
書
番
号
を
示
し
た
。
以
下
（
）
中
の
番
号
は
整
理
番
号
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

関
係
論
文
に
、
森
山
恒
雄
「
近
世
初
期
肥
後
国
衆
一
揆
の
構
造
」
（
九
州
文
化
史
研
究
所
紀
要
七
号
）
、
桑
田
忠
親
「
太
閤
書
信
」
が
あ
る
。

前
掲
、
佐
々
弘
之
氏
所
蔵
文
書

5

「
克
堂
佐
佐
先
生
遺
稿
」

「
克
堂
佐
々
先
生
遺
稿
」
収
録

7

「
肥
後
商
工
先
達
伝
」
、
高
橋
長
秋
の
項

「
大
阪
商
船
株
式
会
社
五
十
年
史
」

9

「
熊
本
県
の
歴
史
」

古
島
敏
雄
「
産
業
資
本
の
確
立
」
（
「
日
本
歴
史
」
近
代
4
)

「
肥
後
商
工
先
達
伝
」
、
高
橋
長
秋
の
項

12
、
13

「
熊
本
県
史
」

II

「
楳
渓
津
田
先
生
伝
纂
」

「
熊
本
県
史
」

II

15 14 11 10 8 6
 
4
 
3
 
2
 

佐

々

家

文

書

に

つ

い

て

リ
其
残
金
ヲ
純
益
金
ト
シ
、
左
ノ
如
ク
配
当
ス
ヘ
シ
。
但
其
配
当
割
合
ハ
総
会
ノ
決
議
二
依
ル

一
積
立
金

二
社
員
配
当

第
二
十
五
条
本
社
ノ
損
益
ハ
社
員
ノ
持
分
二
応
シ
、
平
等
二
之
ヲ
配
当
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

第
二
十
六
条
本
社
ニ
ハ
金
銭
出
納
帳
・
日
記
帳
・
総
勘
定
元
帳
・
社
員
出
資
台
帳
ヲ
備
フ
ヘ
シ

第
二
十
七
条
此
規
約
ハ
社
員
総
会
ノ
決
議
ヲ
以
テ
更
正
・
加
除
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

第
二
十
八
条
此
規
約
二
記
載
セ
サ
ル
権
限
義
務
ハ
、
総
テ
商
法
ノ
規
定
二
遵
フ

右
規
約
ハ
総
社
員
ノ
合
意
ヲ
以
テ
之
ヲ
決
定
シ
タ
ル
コ
ト
ヲ
証
ス
為
メ
、
各
自
記
名
調
印
ス
ル
者
也

明
治
廿
六
年
十
二
月
廿
五
日

（
中
元
）

（
社
員
名
略
）
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